
才

二

回

目

の

保

留

地

処

分

日

附
体
制
開
後
震
は
陪
栂
人
盤
な
爾
街
地

の
治
成
を
同
閥
的
問
と
し
て
行
な
わ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
送

路
、
政
務
‘
会
期
間
な
ど
が
立
派

に
議
融
附
さ
れ
駒
市
総
tm整
然
主
区

描
問
さ
れ
て
斜
線
山
県
が
一
段
と
絡

め
ら
れ
ま
す
。

盟
六
王
台
土
品
地
即
時
制
闘
盤
捌
理
事
惜
識

は
、
本
町
の
ほ
ほ
中
心
に
俊
勝
慨

す
る
殺
隣
町
払
〈
五
台
地
.
悶
協
に
附
閑
品
賦

努
終
蛸
闘
の
努
絞
殺
絞
殺
し
四
四
期

的
問
な
新
市
街
ぬ
喝
を
開
発
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
田
揖
十
世
貯
が
区

岡
剛
被
糊
礁
に
よ
る
ヱ
務
会
驚
工
中

で
あ
り
、
紙
燃
と
大
岡
闘
に
窓
ま
れ

た
広
大
な
判
明
漁
場
或
地
が
務
々
と

骨
盤
継
糊
さ
れ
て
お
容
ま
す
。

造

成

料

引

閣

と
め
部
制
造
成
総
松
橋
{
し
い
駅

前
広
場
(
百
出
陣
柄
ニ
チ
閉
口
百
平
方
F

米
V

を
中
心
と
し
て
、
広
い
側
肌

前
メ
イ
Y

A
ト
F
1
ト
ハ
総
長

十
入
品
市
〉
を
南
お
に
議
銭
の
開
封

発行 'p.時
千言案j議案葛飾翼手主主原子町役場
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分 258惨

。
i
財
が
持
施
行
し
て
お
れ
ソ
ま
寸
先
本
太
田
土
地
底
蹴
概
数
滋
宜
申
告
末
時
同
、
的
年
芳
一

j
A
V

A
V
i陸
間
悼
の
材
料
造
成
総
ハ
徐
街
地
)
m
w
会
開
川
処
分
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
後
i
A
V

AV---M戒
め
土
地
不
良
の
閣
情
制
的
か
ら
後
楽
な
住
宅
総
と
し
て
脇
田
援
方
に
た
い
へ

i
A
V

AV---ん
好
経
一
定
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
芳
ニ
問
日
終
の
土
地
を
公
i
A
V

AV---策
す
る
と
と
に
な
争
ま
し
た
の
で
ζ

の
宮
市
祭
の
の
後
と
土
地
分
綴
母
方
i
A
V

AV---法
に
つ
い
て
お
匁
ら
せ
し
ま
す
i
i
i
;
:
i
:
i
t
i
t
t
i
-
-
-
i
・e
・-
:
:
A
V
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関

柑

陣

怖

と
の
総
w
臨
時
砧
問
問
鉄
常
幾
蛸
綿
に

そ
っ
た
欽
孫
子
家
、
取
手
間
帆
む

・
中
燃
に
あ
る
合
織
で
山
山
林
、
潟

地
帯
の
柑
T
た
ん
な
訟
で
町
民
両
側
の

官同開澗
h
g
ゴ
ル
フ
場
、
品
仙
制
闘
は
剰

摂
山
内
、
筑
波
山
家
時
制
め
ら
れ
る

住
宅
洛
と
し
て
、
常
磐
線
機
刊

の
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

み
3
0
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の
よ
う
に
線
開
鮒
獲
し
く
交
差
す

る
弊
館
内μ
交
情
聴
綴
帥
陪
(
繕
員
十
二

米
ほ
か
〉
大
小
あ
わ
せ
て
、
七

十
〕
時
開
情
聴
の
山
間
的
附
糊
梢
Mm完
備
さ

れ
公
国
策
滞
齢
、
巡
動
公
園
閥
、
児

家
公
閥
側
、
判
開
品
地
骨
帯
な
万
六
七

一
ヘ
タ
タ
ー
ル
〈
約
五
e千
坪
V

が
適
正
に
総
掛
脱
さ
れ
、
文
化
的

な
市
街
織
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

滋
鰯
制
約
な
都
市
計
織
に
そ
っ
て

制
限
也
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。

分

鴫

蹴

方

紫

紺
刺
縫
成
品
階
的
に
は
貯
が
一
殺

に
突
出
し
ナ
る
宅
地
(
僚
級
品
端

)
が
約
一
寸
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ハ
品
判

中μ
叫
す
笈
資
制
年
〉
刷
鴨
脚
悦
滋
泌
さ
れ

る
と
と
に
な
れ
ソ
ま
す
が
こ
の
み
内

総
出
品
柏
崎
以
内
に
後
在
し
て
お
9

ま
す
の
で
工
事
が
府
加
す
し
た
区

制
幽
か
ら
帽
附
次
幾
分
い
た
し
ま
ナ

処
分
は
隊
削
則
k
し
て
二
滋
の
区

欲
的
の
土
地
に
つ
い
て
一
段
銭

争
入
札
の
ガ
仲
間
に
よ
れ
ソ
行
な
い

ま
す
。
入

札

鯵

総

資

格

賞
受
品
抑
制
誠
治
之
混
濁
に
つ
い

て
、
二
十
万
行
の
入
札
盤
郎
総
料
金

安
崎
問
機
当
同
日
ど
終
合
く
だ
さ
れ

ば
際
人
法
人
ま
た
は
、
町
内
外

居
住
地
鳴
を
関
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
。
ハ

物
静
札
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
入

札
晶
体
綬
殺
を
お
返
し
し
ま
す
〉

契

約

の

線

路

落
札
さ
れ
た
方
は
支
治
筏
関

契
約
な
ぷ
u
H
円
品
市
町
に
線
総
し
、

滋
礼
町
鴻
額
の
一
一
樹
齢
命
線
約
同
持
続
試

金
と
し
て
納
入
し
て
い
た
必
き

ま
す
。
寓
刊
翼
代
議
の
叫
刺
入

売
気
持
円
余
は
土
柏
崎
由
叩
閥
州
制
略
的
料

約
絞
め
お
か
ら
一
一
一
十
諮
問
以
内
に

会
鋭
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
呂
場
合
蜘
間
約
保
証
金
は
発
資

代
金
w
h
酬
開
。
入
れ
ら
れ
ま
す
G

V
入
札
綴
箆
お
よ
び
議
所

農
産
物
改
良
共
進
会

十
一
月
七
日

l
九
日

十
一
月
は
文
化
の
日
を
や
心

に
、
会
所
に
お
い
て
催
物
け
か
あ

り
ま
す
が
、
特
に
七
時
か
ら
九

時
叫
に
か
け
て
は
、
酔
吋
で
生
緩
さ

れ
た
緩
泌
総
を
ご
般
に
同
偶
然
し

陀
の
臨
機
援
を
広
く
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
長
終
始
料
棋
倒
の
改
品
趣
向

出
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
悶
間
的
色

し
た
町
中
市
内
総
に
よ
る
「
校
四
卵
子

除
燃
料
獲
物
改
災
特
問
機
会
」
を
行

な
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
多

数
の
ど
米
絡
を
お
煩
い
い
た
し

ま
ず
。制剤自

七
詰
〈
木
〉
九
臨
吋
i
r品臨吋

出
品
物
品
克
品
目
・
審
受

八
日
門
金
〉
九
時
!
五
時
吋

山
間
伐
硝
的
制
展
示

九
器
〈
土
)
九
臨
吋

i
十
一
一
時

出
出
品
仏
抑
制
開
発
予
約

十
ス
臨
吋

t
十
七
臨
吋

出
品
物
担
問
掛
民
中
内
・
予

柏抑制引絞
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容量十
一
月
二
十
二
司
午
後
一
昨
吋

一一一十分

我
孫
子
町
中
央
公
民
総

マ
処
分
す
る
之
総
お
よ
び
総
務

成
田
副
緑
樹
附
州
問
愉
地
夜
十
五
段
…
同
開

一
一
一
、
。
問
問
九
平
方
米

一
円
民
一
路
二
ニ
八
平
方
米
〈
四

十
日
一
坪
〉
か
ら
二
八

O
卒中点

米
〈
八
十
浪
部
庁
)
ま
旬
。

マ
入
札
参
加
申
し
込
み

入
札
制
剤
a
H
m
則
前
時
ハ
罫
領
自

〉

〉
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揃
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在
比
現
月
。
グ
グ

M

3

〈

Aυ
従
w

3
〈
(
〈
篠

弘
人
人
大
俊

明日

5
m削
減

。1
3
6
m
N

r
t
n
U
《
u
?

の
窃

1
1
3
主館市

努
女
絞
殺

等
縁
組
明
花
及
び
日
提
骨
持

吉
村
祐
二
五

O
A相
ぷ
が

会
携
を
一
段
k
開閉る

く
、
み
な
さ
ま
の
ご

然
心
な
引
く
も
の
k

感
わ
れ
ま
す
Q

に
お
滋
9
し
ま
す
。

ま
た
、
鍛
務
総
統
制
度
を
ご

税
問
用
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
ガ
に

校
、
税
務
署
か
ら
液
凝
縮
努
行
な

ど
に
納
付
帯
閣
が
滋
付
さ
れ
、
商

品
掛
的
問
に
銅
線
ま
で
に
仙
刺
殺
さ
れ

事足の人口勇l慾

男女針

路生 24人 28人 52入
車道 入 123人 %人 219人
死 t: 6入品人 12人
転詩1 123人事4人 217人
転入没後 67j!1務
転E話i量殺 48グ

会
場中
央
公
民
緩

w
出
会
場
に
お
け
る
出
品

品
籾
闘
間
一
ホ
は
、
幽
寵
綾
物

主
蹴
同
花
「
叫
粥
〉
に
分

れ
、
斡
刊
に
切
花
に
お

い
て
は
、
附
挿
物
-
w格

品
民
・
太
管
伺
細
管
制
刊

振

替

続

税

制

度

十
日
見
法
、
申
俊
一
次
'
得
税
分

一
割
刑
分
市
総
滋
で
す
a

総
料
品
は

お
近
く
の
綴
行
、
郵
便
鈴
、
税

務
獲
に
絞
め
て
く
だ
さ
い
。
品
制

品
刊
榊
齢
は
、
十
一
月
十
玄
司
ご
ろ

ま
で
に
お
手
も
主
に
原
く
よ
う

583 



十
月
か
ち
一
部
給
水
開
始

町営水道

一
般
家
誌
の
給
水
装
霊
工
事
始
ま
る

、S!a，伽r‘、一
本

町

の

水

道

事

ぞ

芸

問
問
十
‘
ん
ゆ
か
ら
行
な
わ
引
い
て
お

一
り
ま
す
が
、
渡
定
芳
三
郊
の
問

一
水
管
得
後
ぷ
前
中
も
阿
川
一
誌
に
迭
ん

一
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
作
い
み
な

一
さ
ん
の
家
際
的
給
水
後
鮫
工
事

貯
を
行
な
う
た
め
、
附
町
主
然
制
品
工

終
一
審
筋
の
方
々
が
申
込
山
地
問
を
絞
っ

け
川
て
名
家
縫
に
う
か
刊
か
っ
て
い
ま

仏
す
の
勺
、
そ
の
湯
川
に
お
砕
し
同
地

持
み
く
だ
事
い
。

制
な
恥
品
、
融
制
緩
ヱ
車
内
出
へ
限
緩

m
m
申
し
込
み
綴
っ
て
も
総
擦
で
す

一
十
月
か
ら
命
線
、
問
甘
師
、
芳

一

ご

Ja、
努
一
一
了
間
料
、
骨
的
影
山

一
の
一
部
が
工
事
h

宮
崎
村
君
、
脚
内
食

一
水
浴
を
使
用
し
て
い
ま
ナ
。

一
日
般
緩
獲
の
水
涯
と
蜘
町
出
り
水

一
際
た
ル
ん
絞
し
た
場
合
に
は
、
町

一
の
水
，
泌
が
淡
い
母
で
、
非
常
に

こ
宜
ロ
ば
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と
の

び
擦
で
き
る
だ
け
お
山
中
し
刊
誌
み
の

上
半
く
昨
町
営
水
、
叫
に
切
れ
骨
え
た

ふ刈川知、宏、
丈
、
時
折
椛
訳
さ
れ
る
方
は
総

統
治
・
納
税
増
滞
金
疑
問

rる
と
き
に

判
明
淡
の
ぷ
災
吋
て
い
た
だ
き
た

し

中
し
込
み
の
側
関
係
で
わ
か
ら

な
い
i

と
き
は
殺
孫
子
町
水
滋
符

淵
械
事
械
部
隊
〈
噌
祉
活
八
一
一

i
…一

f
A
…
市
内
線
二
一
…

0
設
)
へ
お
間
同

い
ム
官
佼
〈
だ
さ
い
。

喝
の
事
故
や
犯
葬
が
泊
四
役
し
た
れ
ツ
腕
押
察
(
消
防
)
察
甘
い
は
き
と
し
い
。

山
火
薬
や
救
急
の
場
合
な
ど
、
努
え
ま
せ
ん
む
こ
の
点
、
主
く
一
一

O
番
、
一
一
九
議
は
、

翁
町
然
緩
や
拙
倒
防
署
へ
滋
朝
刊
す
る
援
に
波
宮
叫
が
部
副
心
で
す
。
い
ず
れ
も
緊
急
を
姿
す
る
漁

;
門
緩
め
術
開
す
が
一
一
ハ
U
雲
、
一
日
、
管
後
滋
か
ら
か
け
る
場
合
総
だ
け
に
し
、
【
い
ま
の
火

ー
日
一
丸
診
で
あ
る
こ
主
は
よ
く
知
ら
終
級
品
組
側
獄
後
援
の
つ
い
て
い
療
は
ど
こ
か
}
主
い
っ
た
憐

一
山
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
け
ガ
に
つ
る
も
む
之
、
た
い
も
の
と
が
い
会
伎
は
、
}
泌
を
争
う
逐

一
円
い
て
は
手
当
判
官
構
品
怖
が
あ
わ
て
て
あ
告
ま
ず
。
と
の
批
判
掛
障
は
、
相
事
的
資
抑
献
の
妨
げ
と
な
る
の

一
叩
い
た

P
、
開
円
高
岡
状
線
ぶ
あ
る
た
十
円
硬
貨
の
持
ち
合
せ
が
な
で
遠
慮
し
て
ほ
し
い
と
綴
孫

一
向
め
、
よ
く
間
違
っ
た
カ
持
慨
が
k

い
場
合
の
通
報
咋
い
考
怒
し
て
方
一
郎
で
は
期
臨
ん
で
い
ま
す
位

一
や
り
れ
が
ち
で
す
む
そ
こ
で
も
渓
紙
、
。
付
け
て
あ
る
も
の
で
す
州
問
、
そ
む
他
的
部
執
務
掛
唱
。
務
の
か

二
し
い
明
組
織
の
生
;
ー

;
;
1
j
l
i
i
i
i
i
j
i
l
t
-
i
i
jけ
方
。

一

す

と

ね

き

」

~

公

案

閣

縮

か

ら

一

一

O
番

一

一

一

一

一

一

貫

一

一

ろ

か

ら

よ

く

紳

品

川

一

放

斧

〉

一

O
m間

一

一

え

て

お

い

て

お

…

一

一

九

楼

へ

の

か

方

苓

ハ

市

内

番

号

一
一
わ
て
る
こ
と
り
「

i
i
;
j
e
j
j
j
i
-
-
j
i
i
j
i
i瓦
台

、

一

。

)

w
な
い
よ
き
に
し
允
い
も
の
で
す

M
W
緊
急
遜
相
判
淡
絞
め
あ
る
費
五
番
ハ
市
外
終
努
鍵
山
内
〉
、

間
町
一
一
、
赤
電
話
・
ピ
Y
タ
榊
除
料
掛
か
細
世
話
か
ら
の
滋
訓
郡
:
:
ま
ヂ
な
ど
に
か
け
る
場
合

i
M即

効
m

ち
か
け
る
場
合
お
践
の
人
に
受
話
擦
を
と
れ
ソ
、
勝
臨
時
開
j
め

赤

後

議

・

ピ

γ
タ
震
対
拙
か
ら
〆

間
的
…
「
瞥
富
市
(
ま
た
は
湾
訪
朝
高
〉
府
に
あ
る
+
部
品
)
の
緊
急
呼
出
向
同
体
協
の
人
に
よ
串
し
山
山
ま
ナ
。
…

韓
関
山
へ
従
叫
制
し
た
い
の
で
す
。
」
削
川
の
ご
一

O
」

ま

た

は

「

川

恒
…
正
取
し
ω削
る
と
、
ヵ
ギ
を
回
二
九
い

mw
ダ
イ
ヤ
ル
を
閤

ω鵬
議
総
か
ら
は
十
円
工
れ
一
を
一

。
一
し
て
く
れ
ま
す
。
普
吋
識
に
十
し
ま
す
c

ζ

の
と
き
は
、
議
入
れ
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
話
が
w

一
行
一
本
安
入
れ
て
〆
イ
ヤ
ル
し
が
す
む
と
十
附
H
A決
が
総
務
機
禁
わ
れ
ば
十
制
川
浪
は
鍵
控
室

町
て
も
、
先
方
の
吋
献
は
き
こ
え
市
町
下
の
返
却
幻
に
災
ち
ま
す
す
。

日
ま
す
が
、
か
け
た
人
の
撚
紘
一
一
一
、
問
問
い
合
せ
は
逃
世
離
し
て
ほ

年度前給水計器

。食品私
で
州
問
み
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
相
相
談

し
て
く
だ
幸
い
。

卓

球

大

会

防
災
ぃ
阜
琢
大
会
を
行
な
い
ま

す
の
明
、
参
加
し
て
く
だ
杏
い
。

口
村
総
吋
十
一
月
二
十
四
日
午
前

九
降
開
始

鶴
情
郁
山
我
録
。
寸
蜘
町
中
点
〈
公
民
館

参
加
資
総
附
町
市
刊
に
筏
ル
也
、
在

動
、
絞
殺
a

の
議

穣
自
一
毅
努
子
、
山
総
女
子

中
…
掛
十
余
閥
均
子
、
・
中
学
生

女
子

・
申
し
込
み
会
品
供
材
開
予
防
教
育

委
員
会
肉
体
宵
Mm

密
封
劇
ハ
ガ
キ
に
で
年
令
、
俊

樹
料
総
人
的
う
え
十
一
月
十
口
H

ま

明
、
に
ゆ
し
込
み
く
だ
さ
い
。

4
4

人
健
康
診
査

老
人
情
閣
制
紘
靴
慨
に
議
づ
き
老
人

に
対
し
、
心
身
出
口
紬
蹄
糊
蹴
保
持
お

よ
び
金
且
続
出
り
安
浴
の
た
め
に
つ

交

議

事

故

相

談

チ
棉
鱗
醐
殿
マ
は
、
十
一
月
二
十

七
民
総
市
役
際
対
一
糊
閉
会
議
室
に

お
い
て
午
前
十
時
か
ら
午
後
間

時
ま
で
、
交
通
常
晴
欲
的
応
援
お

ぜ
淡
を
行
な
い
ま
す
。
交
滋
務
総

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

緩

次
の
お
祭
に
よ
れ
ノ
イ
Y
フ
ル

沈

Y
ザ
の
予
診
裕
也
訴
を
行
な
い

ま
す
む
で
殺
到
叫
殺
は
も
よ

9
む

会
相
場
で
授
け
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
生
後
‘
ス
ヶ
月
以
上
mv

会
吋
民

午
後
一
一
持
か
ら
…
一
一
均

一コハ
U
A
7

ま
で

十
}
且
才
以
上
一
回

一一一

O
門

中
ハ
才
以
上
十
五
才
ま

で
の
ふ
刀
〈
小
中
学
生

〉
…
隠
八

cm

六
才
以
下
…
間
関

五
十
円

有
討
知
市
浪
者
お
よ
び
滋

蜘
抑
ア
レ
ん
ギ
ー
の
ガ

ζ

丹
波
斜
計
は
一
週
間

的
開
問
削
闘
を
お
い
て
一
一

間
関
抑
制
槻
惜
し
て
く
だ
さ

、。‘
L
W
 

時
間

料
金

事高
原

挫
比
榔
臨
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育

児

穏

談

今
月
の
斉
摘
ぬ
州
制
緩
は
次
の
昌

明
艦
で
行
な
い
ま
す
。

臨
吋
問
問
は
い
づ
れ
も
か
γ
品
約
十
持

智
の
輔
前
舗
網
で
名
人
掛
世
直
峨
診
査
も
依

然
綴
い
た
し
ま
す
か
ら
該
当
者

は
、
も
れ
な
く
受
診
し
て
く
だ

F
、。

ー
し受
診
対
象
者
は
閥
抗
間
一
一
一
十
六

年
以
誌
の
生
れ
の
六
十
泌
総
以

上
の
入
で
す
。

V
後
回
調
子
地
区

十
一
月
七

E
(木
)
曲
問
問
蹄
お
ザ

ハ
・
問
山
同
)
午
後
一
一
終
か
ら
問
問
時

ま
で
。十一
月
八
詰
ハ
ム
蹴
門
〉
刑
役
場

〔
寿
〉
午
後
一
一
鈴
か
ら
問
時
ま

国民偶成課i安説の 3I明分です

説

数金はきめられた期限内に絞める

綴いします。

記号の丹1 線
地
移
融
聞
に
は

印
鐙
討
鉱
閉
明
吋
添
付

地
蹴
柏
崎
篠
崎
庁
一
一
一
条
(
庇
民
地
権
利

移
酷
耕
)
‘
ま
た
は
分
五
条
(
地

口
肖
変
更
〉
に
総
づ
く
や
務
警
に

は
、
義
務
者
〈
世
刊
誌
人
〉
的
湾

総
誌
問
問
を
添
付
す
る
と
と
に
な

で。V
湖
北
品
期
開
株

十
}
符
月
七
n
H

ハ
氷
)
中
里
公

会
銭
〈
中
関
捕
}
午
後
一
一
臨
吋
か
ら

閉
口
昨
吋
ま
で
。

十
一
月
八
日
〈
金
〉
ゆ
祭
公

余
堂
ハ
中
里
〉
午
後
一
…
持
か
ら

附
問
時
吋
ま
で
。

V
布
役
品
時
附
陣

十
…
月
七
n
H

〈
中
小
)
都
青
年

帥
陪
〔
布
径
三
s際
〉
午
後
二
時

か
ら
相
関
昨
吋
ま
で
。

山主詳し、j滋報少ない損害警明

火災主主急の電話は

1 1 9徐ヘヂ
布佐地区は 2110番。
印商周以外は (047642)2110番

前

田

守

罰

則

底

総
号
、
芳
二
五
七
け
守
で
嚇
誠
一
際

「
文
枠
内
の
お
を
中
心
に
綴
物
」

の
廿
ん
や
で
俳
句
会
、
短
献
会
で

担
問
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
計
討
蕊

さ
ぜ
て
い
h

ん
だ
き
ま
す
。

γ:此
俳
句
会
a
t
A

日
時
十
.
月
ト
n
H

〈
け
悶
〉
午

後
一
待

機
一
的
校
時
出
子
町
中
央
公
邸
内
線

線
開
鞠
後
詠
二
旬
、
菊
一
匂

申
申
し
込
み
十
一
月
五
日
必
祭

事
し
込
み
銃
殺
孫
子
町
議
孫

子
二
五
六
一

品
川
義
務

VEE-鎮
静
駄
ム
R
i
A

治
時
十
…
月
二
十
関
白
〈
同
〉

キ
棉
郎
十
時
か
ら
午
後
一
以

隣
町
ま
で
。

議
波
紋
派
手
問
中
央
公
民
的
掛

流
派
を
附
州
、
わ
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
同
数
柳
本
ご
簡

を
十
一
月
十
五
詰
ま
で
に
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
ム
市
役
総

入
し
て
、
鈴
木
孝
一
ハ
寿
一
…

t

十
六
、
t
ト
一
〉
ま
で
お
送
り
く

明
切
そ
念
、
。
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ち
ま
し
た
。

な
お
、
代
潔
除
後
も
し
く
は

許
可
指
令
養
母
代
潮
時
受
掛
棋
に
つ

い
て
は
、
そ
の
品
同
調
掛
品
機
の
得
議

令
開
明
ら
か
に
す
る
必
饗
上
、
ゆ

ず
施
執
務
遂
〈
発
る
人
』
権
利
者

内
閣
成
う
人
〉
の
印
緩
証
明
書
官

品
討
し
た
幾
何
問
状
を

-m務
盛
岡
に
綴

品
刊
す
る
よ
う
に
胤
概
数
惜
封
負
会
明
、

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
絞
ら
せ

し
ま
す
。




